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 世界は平和を願いながら戦争を起こし、その戦争に疲弊して平和を誓うとい

う矛盾したプロセスを延々と繰り返している。この人類史上最も深刻な問題に

対して、ドイツ観念論哲学の創始者であり、すでに主著『純粋理性批判』、『実

践理性批判』、『判断力批判』を書き終えていたカントが、1795年、71歳の高齢に
鞭打って著したのが本書である。実際、この100ページに満たない書物は、カン
ト哲学の全要素を投入して答えを与えようとしたもので、現在でも最も具体的

であり精神的に高いレベルにある平和推進案であり、その極めてモダンなメッ

セージ性には驚嘆せずにはいられない。 
カントは具体的にどのような条件が整えば平和が達成され、それが維持され

ると考えたのだろうか。カントは国家間の永遠平和のための予備条項を６つ挙

げている。それらは、将来の戦争の種をひそかに留保して締結された平和条約

は、決して平和条約とみなされてはならないということ、独立国家への不可侵、

常備軍の全廃、戦時財政の手段としての安易な国債発行の禁止、将来の再建を

見通さない殲滅戦争の禁止などである。これらの条件が満たされるとした上で、

国家間の永遠平和を確定する3条項を挙げている。それらは、各国家における政
治体制は、民主主義に基づく共和制でなければならず、国際法およびその執行

機関は、自由な諸国家の連合、すなわち国際連合に基礎を置くべきであること、

世界市民法は、普遍的な友好をもたらす諸条件に制限されなければならないと

いうことである。 
 さらにカントは、これらの条件は経済的交易を通して、自然に保証されるよ

うになるだろうという、現在で言えば、グローバリゼーションが国際的な武力

紛争を起こしにくくするという議論に近い議論を展開している。 
 もちろん、カントのこのような崇高な提案にもかかわらず、その後、悲惨な

戦争を幾たびも経験してきた。しかし、このことはカントの提案の非現実性を

証明するものではない。現に、民主主義、国際連合中心の意思決定、化学兵器、

原子爆弾などの殲滅的兵器の使用禁止などについては合意が得られている。 
ここではむしろ、丸山真男が述べたように「戦争は一人、せいぜい少数の人

間がボタン一つ押すことで一瞬にして起こせる。平和は無数の人間の辛抱強い

努力なしには建設できない。このことこそ、平和の道徳的優越性がある」とい

う意識に常に立ち返り、カントの永遠平和のための残された条件を達成するた

めの努力を続けなれければならないと考えるべきであろう。 
本書は時を経てますます輝きを増し、その先見性に畏敬の念をおかずにはお

れない典型的な古典である。 


